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図１ 高岡市沖の調査範囲

富山県高岡市沖の海底谷周辺における能登半島地震前後の海底地形データ*
を比較した。この結果、海底谷を挟む南北約3km、東西約0.5kmの範囲（水深
約15～350m）の各所で、斜面崩壊や海底谷底の下刻とみられる地形変化が認
められた（図２～４）。
高岡市伏木では令和６年１月の能登半島地震発生の２分後に津波が到達し

ており（川口ほか, 2024）、高岡市の沿岸近傍（今回の海底地形調査海域付
近）に津波の波源が存在する可能性が指摘されていた（対馬ほか, 2024）。今
回確認された斜面崩壊が津波発生の原因になった可能性がある。

*使用データ：（地震前）2010年北陸地方整備局伏木富山港湾事務所
（地震後）2024年11月海上保安庁及び2024年新湊漁業協同組合
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図２ 2010年と今回（2024年）の海底地形の比較



図３ 2010年と今回（2024年）の海底地形の比較（断面図）



図４ 2010年と今回（2024年）の水深差
上図：2024年取得の海底地形データを2020年のデータで補完。下図：2010年と
2024年との水深差（赤：浅化、青：深化）。背景は地理院地図を使用


